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研究成果の概要（和文）： 

 気候変動による水資源環境影響評価分析･適応策および統合的水管理に関する理論的研究を

行い、水危機への戦略的適応策のフレームワークを構築した。アジア大都市圏(日本：琵琶湖流

域、中国：上海市・太湖周辺地域、バングラデシュ：ダッカ市、メコン河流域諸国)における気

候変動による水資源環境影響評価分析、気候変動への実態と課題を実証分析し、戦略的適応策

の施策を体系化した。 

研究成果の概要（英文）： 

  Our intention is to discuss how the policy approach of IWRM could be utilized and helpful 

in exploring and implementing measures to adapt to estimated climate change impacts on 

water resources and environment in Japan(Biwa Lake), China( Shanghai City, Lake Taihu) , 

Bangladesh(Dhaka City) and Mekong River Basin countries.  
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１．研究開始当初の背景 
2007 年 2 月 2 日発表された IPCC 第４次評

価報告書（AR4）において、地球温暖化の将

来予測として、初めて「淡水資源」、「沿岸域

と低平地」への影響が示された。これらの影

響は、アジアの大都市圏においても、極めて

深刻な課題であり、より詳細な気候変動によ

る水資源環境影響評価分析、さらには、気候

変動に対する適応策のため実践的なプログ

ラムの構築が求められた。地球温暖化対策全

体の中で，適応策は削減策を補完するものと

して位置づけられてきたが、近年その重要性

に対する認識が急速に高まりつつある。対象

地域・分野の影響被害を軽減するための適応

策を，選択・促進・実施するためには、「影



響軽減効果，経済効率性，環境効率性、実効

性、公平性」といった評価基準による政策判

断が求められる。そのためには、地域状況の

詳細な把握が必要であるが，利用可能なデー

タの制約から定量的な評価が困難である場

合が多い。本研究では、気候変動への戦略的

適応策並びに統合的水管理を理論的・実証的

に研究することの必要性を背景に研究計画

を策定した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、気候変動による水資源環境影響

評価分析・適応策と統合的水管理に関する理

論的研究を行う。実証的研究対象地域として、

気候変動による水資源環境影響を最も深刻

に受ける地域であるバングラディシュ・ダッ

カ市、世界最大の都市圏であると同時に深刻

な水資源環境問題を抱えている中国・上海大

都市圏、メコン河流域諸国を選定する。比較

対象地域として琵琶湖・淀川流域を対象とす

る。これら地域において、水資源環境影響評

価分析、適応策のインベントリーの作成、適

応策の総合評価を行い、地域の状況に合致し

た気候変動への適応策実現のために必要な

「統合的水管理」の方法を理論的・実証的に

確立することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究目的を達成するため、以下の 3つの

研究テーマを設定した。研究方法は次のとお

りである。 

(1)気候変動による水資源環境影響評価分

析・適応策と統合的水管理 

①気候変動による水資源環境影響アセスメ

ントシステムの構築 

②水資源環境セキュリティ－評価の理論の

構築 

③気候変動に対応する適応策事例の検討 

④適応策の実施段階における統合的水管理

システムの構築 

(2)上海大都市圏における気候変動適応策 

①当該圏域における水質汚染、水インフラ

の整備、統合的水管理の実態把握 

②気候変動に伴う水資源環境影響のシミュ

レーション分析と問題解決のためのシナ

リオ分析 

③気候変動に対する緩和策・適応策を検討

した上で、実施に向けた水環境マネジメン

トの合意形成システムの分析・評価 

④気候変動が長江流域全体に及ぼす影響の

分析：上海大都市圏の水資源環境セキュリ

ティを向上させるための三峡ダムの管理

方式について検討を実施する 

(3) バングラデッシュ・ダッカ市における気

候変動適応策 

①当該地域における気候変動による水環境

影響の分析・評価 

②気候変動に適応するためのガバナンス、

国際協力システムに関する分析・評価 

③国土の大半を占める湿地帯管理の分析 
(4)琵琶湖・淀川流域における気候変動適応 
  策 
①当該地域における気候変動による水環境

影響の分析・評価 

②気候変動に適応するためのガバナンス、

淀川流域委員会に関する分析・評価 

③琵琶湖の気候変動に対する戦略的適応策

の方策に関する研究 
 
４．研究成果 
(1)気候変動による水資源環境影響評価分

析・適応策と統合的水管理 

気候変動による水資源環境影響への戦略

的適応策の評価の視点として、総合性と脆

弱性を指摘し、総合性を保証する方式とし

て、次の 3点がある。 

 

 ➀全体論的アプローチ 

  適応策が個別的に有効に働くことは

少なく、問題構造全体においてどのような 

重みを持つかを計算し、その中で最適な適

応策を検索する。さらに、この適応策がど

の程度の効果を有するかを事前に推定す

る。 

 

 ➁多元主義 

  問題構造の道程の中で、選択すべき適

応策を列挙し、その中で最も有効な適応策

について吟味する。問題の状況により、適

応策の選択基準も異なってくる。 

 

 ➂多重属性 

  適応策の要素についての評価を行う。

実効性、経済性、社会的受容性について、

状況に応じてその重みを推定する。 

 

水危機回避のための視点である「水保全、

サステイナビリティ、セキュリティ－」の要

素を気候変動の戦略的適応策における要素

として位置づけを図-1 に示した。 

 

(1)水保全 

 (a)河川:流況、水量、水質、利用状況 

(b)湖沼:水位、水質、底泥、利用状況 

(c)地下水:水位、水質、利用状況 

(2) サステイナビリティ 



 (a)自然資源:地形、地質、気象、生物多 

様性、 

(b)社会的・文化的資源:社会的ネットワ 

ーク、文化維持能力 

(c)環境資源:復元能力、人間活動支持能 

力、廃棄物処理能力、アメニティ 

(3) セキュリティ－ 

 (a)危機管理:計画策定能力、評価システ 

ム能力、管理能力 

(b)インフラストラクチャー:水システム 

整備状況、水システム運営能力、水シ 

ムステム維持・更新能力 

(c)セキュリティ・ガバナンス:水システ 

ムに関する構想・計画・執行・管理の 

意思決定システム 

水危機の回避

A
水保全

B
サステイナビリティ

C
セキュリティ－

河川
湖沼 地下水

自然資源
環境資源l社会的・

文化的資源
危機管理t セキュリティ

ガバナンス

インフラ
ストラクチャー

      図-1 水危機回避の視点 

 さらに、水危機に向けたマネジメントおよ

びあるべき行動は、以下の表に示すように纏

められる(表-1)。 

表-1 水危機に求められるマネジメント 

 
今日の水問題に対応することができる統

合的水管理に必須の要素を、次のように整理

した。そもそも統合的水管理は、地表水だけ

でなく地下水や仮想水などのすべての水資

源を統合して管理しようとする手法であり、

持続可能な方法で、統合的に対処する必要が

ある。そのため、水を利用する人の立場に立

ち、公平なものでなくてはならない。その管

理においては、説明責任が果たされ、透明性

が確保されなければならない。 

この基本要素として、次の5点を抽出した。 

(1)水資源の要素 ─水量・水質・水需給・

水循環・地下水 

(2)問題領域の統合要素 ─持続可能性・人

権・自然・地球温暖化 

(3)ガバナンスの要素 ─流域統合・市民参

加・パートナーシップ 

(4)使う側の視点に立つ要素  ─説明責

任・透明性・公平性 ・効率性 

(5)学際的な要素─科学技術・法学・政治学・

経済学・社会学・土木技術 

 

(2)上海大都市圏における気候変動適応策 

 中国を対象とした本研究では、まず、上海

大都市圏の気候変動に関するデータについ

て分析を実施した(何 青教授；図-2)。 

上海大都市圏において、2006 年における降水

量は、長期的平均値に比べて、確実に高くな

っていることを示した。 

 

 
図-2 上海大都市圏の気候変動分析 

  

また、長年にわたって問題を抱えている太

湖に関する気候変動に対する対応策につい

ても検討を実施した(李 建華教授；図-3)。 



 
図-3 太湖ならびに関係流域の概要 

 

(3) バングラデッシュ・ダッカ市における気

候変動適応策 

 本研究では、ダッカ市における気候変動に

よる水資源・環境影響に関する理論枠組みを

構築し、洪水に主眼を置いたシミュレーショ

ンを実施した(Chourdury[CEGIS])。その概要

は図-4 のようになる。 

 
その概要は図-4のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図-4 ダッカ市における都市水危機分析 
 さらに、ダッカ市における重要な自然要素
である湿地帯に関する実証的研究を行った
(Ishrat；図-5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-5 ダッカ市における湿地帯分析 

 
(4)琵琶湖における気候変動適応策 
本研究では、琵琶湖における将来の気候変

動への水資源・環境影響に対する理論的フレ
ームワークを構築した。事前調査の段階から
近年、琵琶湖ならびに周辺流域においても気
候変動の影響が農業などを中心に顕在化し
ていることが明らかとなっており、これらの
理論枠組みが将来の適応策構築に資するこ
とを明らかにした(表-2)。 
表-2 琵琶湖における戦略的適応策 

 
[結論] 

 アジア地域の水危機は極めて深刻な状況

にあり、その解決に「水危機に対する戦略的

適応策の構築」が必要とされている。また、

気候変動による降雨変化や影響の度合いが

どの程度変化するかを推定した上で、戦略的

適応策についての対策技術を施す必要があ

る。そのためには、戦略的適応策の課題をよ

り精緻化し、かつ対象地域をより明確化し図 

6 に示すように整理した。 

 
図 6 「アジア地域におけるウォーター・セキ 

      ュリティ評価と水資源環境マネジメ

ント」のフレームワーク 
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